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【５】「木材に関する技術開発目標」の策定について

●編集後記

○ご意見をお寄せ下さい。



──────────────────────────────────

１ メッセージ

──────────────────────────────────

今回の『林野庁とはこんなところ』は、林野庁経営課特用林産対策室を紹介します。

『特用林産対策室（とくようりんさんたいさくしつ）』は、特用林産物の生産・流通・

消費を増進・改善・調整するため企画・調査・指導・助成などを担当しています。そもそ

も特用林産物とは何でしょう？

それは、日頃の私たちの生活でよく目にするもので、大好物という方もいらっしゃる

のではないでしょうか。

特用林産対策室の業務内容の紹介と共に、特産林産物とは何か？また、どのように私た

ちの生活と関係しているのかなども含めた「石澤(いしざわ)特用林産対策室長」のメッセ

ージを紹介します。

こんにちは。特用林産対策室長の石澤です。

特用林産という言葉にはなじみがないと思いますが、分かりやすく言うと、「木材以外

の森の産物」です。きのこや炭、竹、山菜、木の皮や木の実、桐（木材の例外）などです。

このような特用林産物は、皆さんの生活の中で、食べ物として、日本の伝統文化に必要

な資材として、量は多くありませんが、独特の価値と重要性を持っています。 また、里

山の１５～２０年程度で伐採する広葉樹を使って炭やきのこの生産を行うことや毎年春に

森の中に生えてくる山菜の採取など、比較的短期間で収入を得ることが出来ることから、

農山村において経済的に重要な存在となっています。 さらに里山の広葉樹林

を利用することで、古くからの日本の原風景である農山村の景観やギフチョウなどが飛翔

する生態系を維持することができるのです。 これからも日本という国が培っ

てきた文化や自然を将来にわたり継承するためには、特用林産物の生産を振興することが

必要です。そのため、当室は各関係機関と連携し、特用林産振興のための調査や事業の実

施に努力していきたいと考えています。

──────────────────────────────────

２ 施策紹介

──────────────────────────────────

【１】水源の森をつくり育てる

森林は、国土の保全、生態系の保全、地球温暖化の防止など様々な働きをもっています。

とりわけ、水源地域の森林は水資源の貯留、水質浄化などの水源かん養機能を発揮するこ

とにより、良質な水の安定的な供給に重要な役割を果たしています。

水源かん養のため特に必要な森林は水源かん養保安林に指定され、治山事業による施設

の設置や森林整備を通じて、その機能が十分に発揮されるように管理されています。

国土交通省と林野庁では、国民のみなさんに、森林や湖に親しみ心身をリフレッシュし

ながら森林の重要性について理解を深めていただくため、毎年７月２１日から３１日まで

を「森と湖に親しむ旬間」と定め、全国各地でイベントを開催しています。その代表行事

として、７月２８日（土）、２９日（日）の２日間、山形県の寒河江ダム及びその周辺の

森林で全国行事「森と湖に親しむつどい２００７ 月山湖サマーフェスタ」を開催し、各

種イベントやシンポジウムを行う予定です。このほか、地方行事として、全国各地のダム

やその周辺の森林において様々な行事が行われる予定です。



※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/sesakusyoukai/suigen/suigen-4.html

【２】夏休みはレクリエーションの森へ

林野庁では、国民のみなさんに森林レクリエーションの場を広く提供するため、全国の

国有林の中から山岳、渓谷、湖沼等と一体となった美しい森林や森林浴、自然観察、野外

スポーツなどに適した森林を「レクリエーションの森」として選定しています。

また、「レクリエーションの森」は、森林の特徴や利用の目的に応じて６つのタイプに

分類（自然休養林、自然観察教育林、風景林、森林スポーツ林、野外スポーツ地域、風致

探勝林）しています。

その中から、夏の行楽にぴったりの「レクリエーションの森」を紹介します。家族や友

人、グループで是非お出かけ下さい。

「森林の中でリフレッシュしたい」、「家族で過ごしたい」という方はもちろん、夏休み

の自由研究のテーマに悩んでいるお子様にも、大自然を題材に色々なテーマが見つかるか

もしれません。（自由研究のサンプルのページも用意してあります。）

※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/kouhousitu/natuyasumi/top.html

──────────────────────────────────

３ 当庁の動き

──────────────────────────────────

【１】「主要木材の短期需給見通し(平成１９年第３四半期及び平成１９年第４四半期)」

について

「主要木材の短期需給見通し(平成１９年第３四半期及び平成１９年第４四半期)を作成

しましたのでお知らせします。

※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-7gatu/0702youzai.html

【２】花粉発生源対策の取組の評価と今後の検討方向について

林野庁では、本年４月６日に設置しました「花粉発生源対策プロジェクトチーム」にお

いて、現在、花粉発生源対策の推進に向けた検討を進めています。

このたび、これまでの花粉発生源対策の取組の評価を行うとともに、今年度に対応すべ

き事項及び今後の検討方向について整理を行いましたので概要をお知らせします。

※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-7gatu/0705kafun.html

【３】知床の森林づくりに関する協議会の設置について

平成１７年７月に世界自然遺産に登録された知床半島は、陸域のほとんどが国有林野で



す。しかし、遺産登録に伴う来訪者の増加やエゾシカの食害による植生への影響も懸念さ

れており、これらの課題に対処するとともに、国民の森林づくり意識の醸成、森林環境教

育の強化を図り、「美しい森林づくり」の推進方策について検討を行うために協議会を設

置しましたのでお知らせします。

※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-7gatu/0706shiretoko.html

【４】第２回「美しい森林づくり推進国民運動」に関する関係省庁連絡会議について

７月６日に表記の会議が開催され、これまでの「美しい森林づくり推進国民運動」の取

組状況や、今後とも各省庁が連携して美しい森林づくりに向けた取組を進めることが確認

されましたのでお知らせします。

※ 詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-7gatu/0706utukusii-2.html

●その他のプレスリリースはこちら

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu.html

──────────────────────────────────

４ 緑化に関する情報

──────────────────────────────────

【１】森林ボランティア活動情報

全国各地でボランティアによる森林づくり活動が活発に行われています。（社）国土

緑化機構では、誰でも参加できる全国各地の森林ボランティア活動の情報を発信していま

す。

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://www.green.or.jp/volun/info/katsudou.asp

──────────────────────────────────

５ その他の情報 （イベント情報等）

──────────────────────────────────

【１】政府インターネットテレビによる「美しい森林づくり推進国民運動」番組の掲載開

始について

７月１２日から政府インターネットテレビに、眞鍋かをりさんがナビゲートする「美し

い森林づくり推進国民運動」の番組を掲載しておりますのでお知らせします。

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://nettv.gov-online.go.jp/channel.html?c=21



★イベント情報★

【２】「学校林・遊々の森」全国子どもサミットの開催について

学校林や遊々の森は、森を学校として、子どもたちが自らの行動で学び体験できる学習

・体験活動の場です。今回は全国から１４の小学校の代表が集まり、子ども達の学習・体

験活動の発表と先生方による意見交換会を行い、これらの情報発信を通じ、学校林や遊々

の森での学習・体験活動の輪を全国に広げていこうとするものです。

開催日 平成１９年７月３０日（月）１３：００～１８：００

場 所 高尾の森わくわくビレッジ（東京都八王子市川町５５）

主 催 「学校林・遊々の森」全国子どもサミット実行委員会

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-6gatu/0629gakkourin.html

【３】第１８回緑の少年団全国大会

「つなげよう 富士の高嶺（たかね）に 緑の輪」を大会テーマに、全国の緑の少年団

が一堂に会し、富士山麗の雄大な自然の中で行う交流活動を通じて、相互の理解と連携を

深め、自然を愛し緑を育てる心を育むことを目的に開催します。森林限界を歩いたり、原

生林の中に身を置いて様々な自然を体験します。

開催日 平成１９年８月１日（水）～８月３日（金）

場 所 （１）記念式典 ８月１日（水）「三島市市民文化会館」

（静岡県三島市）

（２）交流活動 ８月１日（水）～３日（金）富士山周辺

主 催 全国緑の少年団連盟、第１８回緑の少年団全国大会実行委員会

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-080/mori/topics/H19midorishizuoka.html

【４】「第７回水資源に関するシンポジウム」開催について

近年、地球温暖化による気候変動が、私たちの生活に欠かすことのできない水資源へ大

きな影響を及ぼすことが指摘されています。これに関わる最前線の研究成果を報告し、今

後の水問題について考えるため、「どうなる水とくらし？－気候変動、安全・安心と水資

源－」 をテーマに、「水の週間」（８月１日から７日）の行事の一環として開催されます。

開催日 平成１９年８月３日（金）１０：００～１７：４０

平成１９年８月４日（土）１０：００～１７：３０の２日間

場 所 東京都庁第一本庁舎５ F大会議場
主 催 日本学術会議、水資源に関するシンポジウム委員会

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/www/press/2007/20070615press_10.html



★お知らせ★

【５】「木材に関する技術開発目標」の策定について

平成１９年６月２６日に開催した第４回「木材に関する技術開発目標」検討会での意見

等を踏まえ、「木材に関する技術開発目標」を策定しましたので、お知らせします。

※詳しくは、こちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h19-7gatu/0711mokuzai.html

──────────────────────────────────

● 編集後記

──────────────────────────────────

今年４月から林野庁で仕事をするようになり、早くも４ヶ月が経過しようとしています。

もともと生活していた環境は山間地域でしたが、日頃から何気なく見ていたスギなどが、

地球規模の問題となっている温暖化への主要な対策資源ということを知り、森林の大切さ

を再認識させられました。

来る８月１日～３日には「第１８回緑の少年団全国大会」が静岡県で開催されます。子

ども達と共に直に自然に触れ合いながら、これまでとは違った目線での森林を見て感じた

いと思います。

森林について学び、新たなことを知ることが楽しい今日この頃です。

──────────────────────────────────

○ ご意見をお寄せ下さい。

──────────────────────────────────

ご意見、ご要望、または、転載を希望される場合は、下記編集発行先にメールにてお寄せ

ください。

──────────────────────────────────

○ ご注意

──────────────────────────────────

メールマガジンに掲載したＵＲＬで、一部ＰＤＦ形式のものがあります。

ＰＤＦファイルをご覧頂くためには林野庁ホームページ

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu.html
をご覧になり、「Get Adobe Reader」のボタンで Adobe Readerを
ダウンロードしてください。

──────────────────────────────────

○ 編集発行

──────────────────────────────────

〒 100-8952 東京都千代田区霞が関 1-2-1
林野庁 広報室 ＴＥＬ０３－３５０１－３９６７

Ｅ－ mail：kouhou_rinseika2@nm.maff.go.jp
──────────────────────────────────



メールマガジンのバックナンバーや配信停止の手続き及びメールアドレスなどの会員情報

の変更は下記サイトで手続きをお願いいたします。

パスワードをお忘れの場合はパスワードの再発行をしてください。

バックナンバーは、こちらからご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/mailmagazine/mail.html

メールアドレス等の変更

http://www.maff.go.jp/mail/henko.htm
変更にはご登録いただいたメールアドレスとパスワードが必要です。

メールマガジンの配信停止

http://www.maff.go.jp/mail/kaijo.htm
配信停止の際にはご登録いただいたメールアドレスとパスワードが必要です。

パスワード再発行

万一パスワードをお忘れの場合は下記よりご登録いただいたメールアドレスを入力して、

パスワードの再発行をしてください。

http://www.maff.go.jp/mail/password.htm


